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河川の水質と都市生活
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要 約

都市の水循環，飲料水の安全'性，水使用量，上水の浄化法，生活廃水および工場廃水の処

理法，水の管理の方法などと河川の水質との関係を主として東京を中心として述べた。著

者は，また，多摩川を自然を残す理想的な都市河川lとするための方策として，多摩川に流

入する水の高度の浄化を提唱した。

はじめに

古来水を治めるものは天下を治める"とい

われてきたように，水は人間の生活にとってあら

ゆる意味で大切なものであった。洪水対策や農業

用水の確保が主要な課題であった時代は過ぎ去り，

現代の都市部の大部分の人はいつのまにか水の脅

威とともに恩恵を忘れ，水は"水道の蛇口を聞け

れば出てくるもの"という認識しかもてなくなっ

てしまった。昭和40年代の高度経済成長期の全国

的な公害問題発生は水を人聞から遠ざけ，都市の

河川を単なる下水路や洪水時のはけ口iと過ぎなく

させてしまったからである。

公害行政iとよりさまざまな規制をもうけたり，

施策をほど乙した結果，現在の都市河川は少しは

当時より改善されたように見える。しかしながら，

東京都の下水道の普及率が80%になったとの報告

(1987年5月)がされたにもかかわらず，東京

湾や河川では一向に水質の改善が進まない。

*東京都立大学都市研究センター・理学部

一方，経済成長期も終わり，都市の人のなかに

は本来持っている水辺への指向に気づき，下水路

や排水だめでない水環境を求めるようになった。

これが親水または環境水という言葉がでてきた由

縁である。したがって先の治水，利水と並んで親

水も国を治めるものの重要な課題となったのである。

それではなぜ下水が処理がされても環境が改善

されないのかと疑問をもっ人があるであろう。そ

れは下水処理が有機物の減少を目的lとしており，

富栄養牝(プランクトンや藻類が沢山増殖して環

境を汚濁させたり，漁業に被害をあたえたりする

こと)の原因となる窒素やリンを除いていない乙

とから二次汚濁をひき起乙しているためである。

さらに有機物でも完全に取り除かれていない(有

機物の約80-90%が除かれている)。そのため，

分解されにくい有機物が処理排水中に多く残され

ている。後に述べるように，乙の有機物は殺菌剤j

の塩素と反応して水道水の発ガン物質と恐れられ

ているトリハロメタンなどを生成する。
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これらの事実は下水道さえ完全に普及すれば水

質の問題は解決すると思っていた人，また思わさ

れていた人には意外に思われるであろうか，処理

技術を変えない限りこの問題は残されるのである。

ここにおいて我々生活者自身が水道水や河川・

海を汚染していることを知ったわけであるoが，

いったいどのようiとすれば解決がはかられるので

あろうか，いくつかの課題を基礎的な事実と共に

こ乙で提供したい。いまは都市生活者の側からの

行動が求められている時代である。

なお，著者自身の都市のイメージを乙乙で述べ

ておいたほうが良いであろう。著者は都市とは，

H 多様な職業を持つ人が住み，生まれてから死ぬ

まで幸福にいきいきと生活をおくれる場所"と考

えている o

第 1章水の循環

水は早い速度で地球上を循環している。私達が

恩恵をこうむっている水の大部分は¥熱帯地方で

海水から蒸発した水蒸気が移動して降った雨によ

ってもたらされたものである。雨が川や地下水を

うるおし，それを我々が用水として利用し，下水

として流す。環境水は，利用をまぬがれたわずか

な自然水としての河川水と湧水そして下水によっ

て構成されているコこれらはやがて海にたどり着

く。このようにして水は太陽エネルギーと重力に

よって地球上を循環しているのである。

良い水質の環境水を望むためには先ず第ーに自

然水が多いことが必要である。と乙ろが開発の進

行と共に大気汚染や，道路の敷設，伐採などによ

り森林の破壊が進行し，山の雨水を保持する力を

弱め，また，平地では道路や建築物によって土の

表面がおおわれたために地下浸透が妨げられ，さ

らに地下水のくみ上げによって水位の低下を招い

Tこ。

このようにして自然水が地上にとどまっている

時聞が短くなったために，自然水は圧倒的に減少

してしまったのである。乙の乙とは同時に，全降

水量の 1/3が梅雨期と台風の時期比降るとされ

ている東京近辺では，乙のような時1<:，雨の大部

分は地表面を流れ去り，大洪水をひき起乙したり，

浸水騒ぎをひき起こしているのである。日本は諸

外国とくらべて河川勾配が大きいので，雨量が多

くても利用できる水はもともと少ない。その上，

このような自然破壊が上流部まで進むと洪水の可

能性はおろか，用水の確保も困難となるおそれが

ある。

日本の年間降水量は 1，600 - 1， 800 mmと大

きいが，日本の水収支では用水としては総降水量

のそれぞれ上水が1.3 %，工業用水が3.5%，農

業用水 7.75ちである。全体でみると洪水およびそ

の他による流出 62.59仇蒸発が37.5%となる。

乙のようにほとんどが利用されないで流出してい

ることがわかる。

一方，典型的な都市河川の多摩川ではどうなっ

ているのであろうか。多摩川の周辺iとは先史時代

から人が住み着いているが，利水として記録に残

されているのは農業用水として 1597年に小泉次

太夫が六郷用水と二か領用水の開削を行ったのが

最初である。上水としては，それよりl約50年後の

玉川兄弟による (1653年)玉川上水の開設であ

る。七たがって江戸時代から現代まで多摩川は庶

民の重要な上水源である。

多摩川の流域の年間総降水量は15億トンから20

億トン(注)であり，羽村堰および砧上・下浄水

場から取水されている水は，昭和59年度では3億

3千万トンで(東京都統計年鑑. 1984).上水とし

て利用している量は全降水量の20-15%1<:相当す

る。この割合は先の日本の水収支にくらべて非常

に高い。その理由として昭和32年に完成した小河

内ダムの効果は当然であるが，それに加えて東京

都が山梨県側も含めて水源林を所有し，管理して

いる乙とに由来すると著者は考えている。さらに

多摩川の上流部の平均流量からみると約50%を上

水として利用している乙とになる。

乙のように利用効率が高いのは都市の河川とし

ての宿命である。もし上流の下水処理場の処理技

術を向上し，河川の水質を改善すれば，現在，利

用されていない玉川浄水場(工業用水を供給して

いる)の上水供給が可能となる。河川の水質が改

善されれば環境水としても価値があり，水道源と
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なると人々の川を大事にしようとする意識もさら らびに不特定多数の人の利用する量が含まれている。

に大きくなるであろう。 家庭生活で使用している量は一人当り一日 250・

しかしながらその前に下水道の完備と処理技術 リットルといわれているがζの量も少しづっ増加

の改善が完全になされなければ不可能であるが。 している気配がある(国土庁の発表によると，昭

和58年で298リットル/人・日である)。その内

第2章水道水 訳は洗濯305ち，トイレ165仇掃除45ち，風呂175払

1)歴史

東京の水道の歴史は神田上水，玉川上水など湧

水や河川をそのまま供給した前水道時代にひきつ

づき，コレラの発生を期として淀橋浄水場を設置

した 1899年に始まる。戦後の急速な人口増加お

よび一人当りの使用量の伸び、により，浄化方法も緩

速ろ過の時代から，現在は一部を除き急速ろ過の

方法が採用されている。急速ろ過は濁った水が多

い外国の水には有利な方法であるが，溶解性有機

物や細菌の除去などが完全ではなく，安全性に問

題がある。緩速ろ過による浄化がすぐれた方法で

ある乙とはもっと見なおされてよい。

2 )水の使用量

東京の計画需要量は高度経済成長期には日量最

大800万トンとみつもられ，そのための水資源開

発が計画された。オイルショック後は，最大計画

需要量は600万トンである。現在はほぼ500万ト

ン(年間18億トン)が一日に供給されているが，

そのうちの約20%は漏水など行方がわからない水

である。乙れらの水の一部は地下水をうるおして

いると思われるが，その他iζ下水道iζ入り込み処

理場に到達している部分があるとすると無駄な処

理をしていることになる。 ζの量は多摩川の水供

給量に相当し，漏水をなくせば利根川系の援助を

大幅に減らす乙とができるであろう。昭和59年度

現在，東京は多摩川系から 18.6%，相模JlIから

4.5%，利根川から43.85ちJ江戸川から 26.65仇

その他から65ぢを取水している。

大変興味深いのは東京の全配水量は多摩川水系

に降った総降水量lとほぼ相当する乙とである。

一人当りの水使用量は単純平均すると 500リッ

トル/日となる。乙のなかには漏水分や事業所な

手洗いおよび洗面9%，食事195仇その他55ちで

ある(統計によって若干異なる)。

ちなみに欧米の使用量はほぼこの半分である。

なお，日本で水危機が報道された年の推奨された

水使用量が85リットルである。この聞きをどう考

えたらよいであろうか。まず人々の水はただであ

るという意識の改革と実際の価格の変更，企業で

はトイレや洗濯機の水を最小限ですむ機器の開発，

雨水の利用，手洗い水や風目水の再利用，等を検

討することが必要である。しかしながら高温多湿

の日本の気候とたぶんそれに関連しているであろ

うきれい好きな日本人気質を変えるのはかなり困

難と考える。

3 )安全性の問題

a 原水の汚染

(富栄養化)

原水自身の汚染として先ずあげなければならな

いのは富栄養化に起因するものである。琵琶湖や

印熔沼，霞ヶ浦などの湖や沼などではラン藻など

の藻類が大量に発生し，その結果，ジオスミンや

2ーメチル・イソボルネオールなどの悪臭の物質

が水道水に含まれ，これらを除くために高度の処

理を余儀なくされている。富栄養化の原因は生活

排水や肥料から出るリンや窒素である。琵琶湖を

有する滋賀県で問題となづてから無リンの合成洗

剤が普及して若干排出量は減少しているが， リン

は人間生活iとは欠かせない元素の一つなので処理

して除かない限り水域の富栄養化はなくならない 3

(生活及びサービス業排水)

生下水や不完全浄化槽から排出する細菌類やA

BS等の有機物の汚染
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(工場排水，産業廃棄物)

原材料や副産物，使用薬品等企業秘密の壁で、つ

ねに行政が把握することが困難である。乙れらは

余ほどのことがないと明るみに出ないことは過去

の公害問題で明らかであろう。そのなかでも検出

され，一時問題となったのはトリクロノレエチレン

である。トリクロルエチレンは水よりも比重が大

きいために地下水を一度汚染すると回復させるの

に莫大な費用と労力を必要とする。これらの先端

技術に使用されている有機洗浄剤(同様の物質は

ドライクリーニンクにも使用されている)は大気

から土壌を汚染し，地下水に流れ込んでいるケー

スもあり，井戸水を飲料水として使用することが

不可能になったりする。

(農林業)

農業や林業で使用する農薬は光や生物で分解し

て無害の物質になる薬品が望ましいし，そのよう

な指導がなされているものの，実際lとは使用量が

多いことと，生物iと対する影響や分解性など完全

に判明しているわけではなく，子孫におよぼす影

響が憂慮されるコ分解してなくなっていない証拠

に水道水を濃縮してゆくとあらゆる農薬が検出さ

れるという。現在の濃度では人間への影響はない

と発表されているが，はたして本当に安全なのか，

その答えは永遠に出ないであろう。なぜならは、，

たとえ，将来，子孫に影響があったとしても，因

果関係を追跡するのは不可能であるからだ。

(畜産，漁業)

畜産の排せっ物は有機物汚染の代表である。こ

のなかには最近使用量の多くなった抗生物質やそ

の他の医薬品およびその分解物がかなり存在して

いると考えられる。水産業も同じように現在は作

る漁業と言われ，養殖が盛んであるが，畜産と同

じように医薬品を多量に使用したり，餌を多量iと

投与することと排せっ物で水を汚染する。

(大気汚染)

自動車，工業や暖房などで化石燃料を使用する

ために排出する多環芳香族化合物(発ガン物質)， 

窒素酸化物，硫黄酸化物は直接河川を汚染したり

雨によって大気や道路ぞ洗い流すために河川や海

を汚染したりする。

b 浄化の過程における汚染

(塩素殺菌)

衛生学上の観点で細菌の増殖を抑えるために水

道水には塩素殺菌が行われている。現在，水道法

では給水栓で遊離残留塩素が0.1ppmある乙とが

義務づけられている。ところが原水が汚染されて

いるために，給水する時点lζ加えるだけでなく，

多くの処理場では急速ろ過処理をする前に，アン

モニアなどを除くためiてその含有量の10倍程度の

塩素を加えている。乙の塩素処理ははじめに述べ

たようにトリハロメタンなどの塩素化合物を合成

することになってしまった。乙の塩素化合物はも

ともと天然にはあまり存在しないものなので生物

にとっては好ましいものではなしおおかれすく

なかれ害をおよぼす。

(急速ろ過に使用する凝集剤)

今は問題として取りあげられていないが大量に

使用する化学物質には常に注意を払う必要がある。

現在，主として使用されているのは硫酸バンドや

P ACなどのアルミニウムである。それはたとえ

そのものは有害でなくてもコストの点で不純物を

含む乙とがあるからである。

(除藻剤)

貯水池などではプランクトンが発生しないよう

に硫酸銅などを加えている。

c 給水の過程iとおける汚染

水道水の問題点は今まで述べてきたが，それ以

上K問題となるのが給水の過程である。給水栓よ

り先は水道局の管轄ではなく，衛生上の問題となる。

(給水タンク)

ビルやマンションでは給水タンクを使用してい

る。乙の中の管理が行き届いていないケースがし
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ばしば報道されτいる。動物の死骸や塩素による
内部の腐食，腐食を防ぐための塗料など。また，

地下iと給水タンクがある場合，汚水だめからの汚

水の混入など枚挙にいとまない。

(給水管)

給水管の材質，アスベスト，塩ビ，鉛，鉄錆，

グリースの混入など

(蛇口取り付けタイプの浄水装置)

細菌の繁殖，容器やフィルターなど、からの有害

物質の浸出

第3章環境問題としての都市河川

前期 無意識時代昭和20年代まで

I期 公害発生 昭和30年代後半から

昭和40年代後半

r 1期 環境指向 昭和50年代以降一?

1 1 1期自然の再生昭和65年から?

環境問題として河川が意識され出したのは戦後

の急速な復興と人口増加による公害が発生した時

からである。といっても多摩川の歴史をひもとく

としばしば悪水iζ悩んだ時期があったことがある

乙とがわかる。したがって公害は決して今日だけ

の問題ではない。しかし，第2次大戦前は局部的

な汚染はあったがそれを全体の問題として取りあ

げるようなことはなかったと思われる。それは物

不足と同時に国民の意識が別の方面に向けさせら

れていただけなのかも知れない。従ってこの時代

を無意識時代と名付け，乙の分類では前期とした。

I期の公害発生は全固におよび，都市河川とし

ては隅田川が工業廃水や生活廃水で著しく汚染さ

れ，川は黒くメタンガスや硫化水素の発生により

市民生活がおかされた。その結果，東京湾の湾奥

部では生物が全く見られなくなってしまった乙と

がある。昭和42年に制定された公害対策基本法お

よび昭和45年のボ質汚濁防止法lとより，廃水規制

がされ，また，隅田川i乙荒川の水を引き込むなど

した結果，水質の改善が若干なされ，東京湾にも

生物が戻ってきた。

第 11期は高度経済成長期が終わり，人々が回

りを見るゆとりができた時にあたる。川のイメー

ジとは程遠いが，なんとかそれに近づ、くような川

を求めて市民の運動が始まった。行政もそれに答

えて，親水公園などの造成を盛んK行ってきた。

しかしながらその後の水質は依然として横ばいで

ある。また，コンクリートで固められた親水公園

はどんな年齢の人でも自然の川とは異なることに

気づいている。

第 111期は川に流す排水を技術の粋をつくし

てきれいにすることが提唱されるであろう。そう

すれば同じ水を上水や工業用水として何度も使用

することができるし，河川の環境も守る乙とがで

きる。現在，その計画がすでに始まっているとい

う。昭和65年までに一部の処理場で高度処理が開

始されることになっている。

第11期iζ当たる現在の河川は，はじめに述べ

たように，排水中のリンや窒素によって富栄養化

がすすみ，折角除いた有機物を再生産させている

のである。 J11をのぞいたときに濁って見えるもの

はこのようにしてできた藻類である。今，多摩川

の矢沢川の排水口あたりに行くと汚れに強いフナ

やコイときにはスッポンなどが藻をつけた浮泥の

聞をぬって沢山泳いでいるのを見ることがある。

第 111期の課題であるが.71<の中からリンや

窒素を除いて過剰な光合成を防ぐことによっても

っと色々の種類の生物を観察できるようになるで

あろう 3 とりあえず真っ先に上流に貴重な自然が

残されている多摩川についてでも試みたらどうだ

ろう。そうすれば300万人分の排水が流入してい

るので，調布取水堰でその半分か2/3を上水と

して取水することが可能である。水道管の漏水を

防ぎ，水を節約し，雨水を貯留し，多摩川の水の

再利用をすれば東京の水需要の半分は少なくとも

まかなえるのではないだろうか。漏水を防ぐだけ

で利根川iζ新しいダムを作らなくても充分需要を

まかなうことはできるのである。さらにこのこと

Kよって多摩川は自然を残しながら都市の川とし

て再生するであろう。

第4章水をめぐる問題
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1) Water Authorities (英国)の考え方

水問題で行政の人と話す機会がしばしばあるが，

同じ施策たとえば雨水浸透でも省庁によってまっ

たく異なる手法を計画していたり，水質の測定で

も同じ場所で固と地方自治体の人が別に測定して

いたり，といった税金のムダ使いとも思えること

が横行している。英国では 1974年から Water

.Authorities (内田， 1987)をもうけ，水資源の保

護，配分，開発，利用，上水の供給，下水道と下

水処理，水質汚濁防止まで統括して，流域毎の管

理を行っている。制度としては受益者負担なので

可能となったのであろうが，費用分担を十分に検

討すれば日本でも取り入れる乙とが望ましい。

ちなみに思いつくまま日本の関係省庁を列挙す

ると，建設省，水資源開発公団，通産省，経済企

画庁，環境庁，林野庁，国土庁，科学技術庁，運

輸省，農水省，厚生省，地方自治体の水道局，下

水道局，建設局，環境保全局などさらに区や市町

村にいたると数え切れなくなるコまた，水質lと関

連する法令は 100ちかくもあり，各々の省庁で監

督するので複雑きわまりなく，住民にとっては故

意lζ分かりにくくしているように見える。

2 )水の価格

水は天からの授かり物でめることにはちかいな

いか，人々が利用するためにはそれなりの対策を

必要とする。森林を保護しなければ雨水も使えな

い。水資源税は建設省によって提案されたが，通

産省によって拒否された経緯がある。その他に下

水や上水の価格，水汚染税など住民が納得できる

根拠を示せば反対することはないであろう。その

ためにも各省庁を統一する必要がある。

3 )面積あたりの適正人口

地球上の資源は限られている乙とから人口爆発

が懸念されているが，水の観点、でも同様に適正人

の資源ともいえる雨に恵まれている国ではそのよ

うなことがあってはならなL、。水質の確保に関し

ては高度で安価な水処理技術が確保されないうち

は現在の水環境でみられるような汚濁は人口が密

集している都市ではさけられない。そこで水環境

も良くするためには人間の数を制限する以外には

ないのである。

東京湾を中心iζ考えると現在の人口は約3000

万人であるが，すくなくとも三分のーに減らせば

現在の処理のままでも自然水も十分に存在するし，

きれいな水環境を維持することが出来る。ところ

が，昨今の東京湾の開発計画ラッシユではこのよ

うな提案は全く行政や企業に聞き入れられる乙と

はないであろう。したがって，良い水質を保ち，

治水もはかるなど自然環境を維持しながら人口を

増加させるにはどのくらいの投資を必要とするか

が早急に提案されねばならぬ。

4 )水の流れの変化

今，東京では巨大な下水道や地下河川が地下を

走っているのを知っている人がどの位いるだろう

か。かつてはいたるところに湧水が湧きいでてそ

れが中小河川の水源となっていた。第 1章でも述

べたように地面をコンクリー卜で覆ってしまった

ために雨が地下に浸透しなくなり，湧水を枯掲さ

せてしまった。それは同時に大雨が降ると早い速

度で水は表面を流れ去り，空ぼりの河川を濁流が

渦巻く暴れJlIIとする由縁である。また深層地下水

のくみ上げは水位を低下させ，地盤沈下をもた

らした。地域l乙降った雨を出来るだけ有効に使用

するにはダムといった大がかりな施設だけでなく，

まず森林や公共の土地の保水能力を高めることや，

個々の事業所や個人の敷地に降った雨を保存して

利用することが大事である。水の流れをコンクリ

ー卜の管ではなく，土の中へ戻すことを考えて行

くのが今後の治水対策なのではないだろうか。

口がある。それは水の資源の確保と水質の確保の 5 )水の使い方

ためである。前者は海水からまかなえばよいとい すでに第2章で述べたように日本人の水使用量

う考え方があるが，莫大なエネルギーを必要とし， は異常に多い。スイスはほぼ日本とほぼ同じ一日

新たな公害をもたらす。日本のようにただひとつ に260リットル使用しているが，ベルギー 106，
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イギリス 125，オランダ 145，西独 148，オー

ストリアおよびフランス 149リットルなどが少な

い使用量の代表である。その他，使用量の比較的

多い国はイタリー 215とスカンジナビア半島の国

々で，デンマーク 193，スウェーデン 199，ノル

ウェー 200リットルを使用している(内田， 1987 )。

水はただである時代は去ったのではないだろうか。

6 )経済活動と環境

経済活動をはかる指数としてGNPが使用され

ているが，人間活動にとってマイナスの価値であ

る公害や汚染も乙の指数を増加させているのであ

る。すなわち，一生懸命に汚し，それの処理に追

われれば追われるほどGNPは増加するのである。

今の日本は公害が対象でなくとも同じようなこと

をしてGNPを増加させているのではなかろうか。

真の人間の豊かさを計る尺度が必要である。

第5章希望への鍵

水質汚染に関していえは、以上に述べたように関

係者が努力している割には水質の改善はなされて

いない。また，環境への人々の希求が高まるにつ

れ，それなりの施策が計画されねはならないが，

国の財政赤字は利益を生まない所には予算をつけ

ない。このようななかで住民の意見が求められて

いるのである。役人先導の時代から今は企業の先

導の時代lと入ってきている。したがって，それに

対して環境は住民先導で守り，回復しなければな

らなL、。大げ主にいえば川の未来は住民の手にあ

る。

住民運動をすすめるにあたって手がかりとなる

いくつかの間題点をあげると

O 情報公闘を求める。(本当のことを知らなけ

れば提案が出来ない)

O 湧水がながれる小川や池を取り戻そう。

(Q! 200年l乙一度の水害のために川を改変させて

よL、か。

@ 川の景観を壊してはならなL、。(遠くまでJII

か見える景観の保持)

O 川l乙蓋をすることは汚染から目を反らすこと

ではないか。

O コンクリートで固めた川や親水公園はやっぱ

り自然ではない。

O 危険な水を飲みたくなかったら川を汚さない。

O 水やエネルギーを沢山使うことが果して文化

的で幸福か。(価格が安いために粗末にして

いることはないか)。自然水を供給してくれる地域(森林，山村)
を大切にしよう。

O 行政へ参加できる道をつくろう。

まとめ

以上lζ述べてきたことで，河川の水質を良くす

ることは景観やリクリエーションのためだげでな

く，われわれの健康に影響をあたえる飲み水や食

物に関連しているという当り前であるが，忘れら

れていることを思いだしていただいたと思う。水

の問題はあらゆる点で相互に関連してくる。した

がって本文中でも重複する点が多いが，あらため

て著者の意見(提案を含めて)をまとめた。

1)安全な飲み水をつくるには

まず第ーに原水の水質を良くすることである。

原水に加わる生活廃水や工業廃水の処理技術を向

上させる。家庭から出す生活廃水からABSの洗

剤を除く(使用しなL、)。窒素，リンをふくむ有

機物を削減する。工業廃水では有害物質を出さな

い。生活廃水と同じように窒素やリンをふくむ有

機物を出さない。などが求められる。農業では農

薬や化学肥料を使用しない。雨によって、洗い出さ

れる大気汚染物質を削減する。たとえば大気に拡

散した農薬，有機溶剤，燃焼起源物質(有機物，

微量金属，窒素酸化物，硫黄酸化物).放射性物

質など。

第二に浄化効率を向上させることである。塩素

殺菌以外の殺菌の方法の開発も必要であるが，そ

れと同時に安全に原水から微量の有機物を除去す

る方法を開発すれば有機塩素化合物など生成しな

くなり，塩素の量も小量ですむ。それには原水が



128 総合都市研究第33号 1988 

良い水質を保持していなくてはならない。したが

って，原水となる川や湖には有機物や有害物質は

勿論のこと窒素やリンを含まない水でなくては流

せないことになる D

第三i乙水の使用量を減らすことである。大量に

消費するために莫大な水資源、の開発のための費用

が必要であるし，同時に浄化するにも大量の水を

処理しなければならず，いきおい急速ろ過の方法

を取らざるを得ない。大量で悪い品質を選ぶか小

量で良い品質を選ぶかの選択になる。

2 )環境水としての河川水をきれいにするには

まず当り前のようだか第ーに水質を良くする。

それにはすでに述べた下水処理法の改善をはかる，

企業では有害物質を流さないι 個人では流しに捨

てる量を減らす，川lとゴミを捨てないことである。

第二lと湧水や地下水を増やして水量を確保する

ことである。

第三iと水の中の自浄作用を増やすために河床や

岸をコンクリートで埋めないようにする。

3 )湖沼や海域の汚染を少なくするには

第ーに養殖を考え直すことである。過剰な餌か

ら窒素やリンが溶出し，富栄養化の原因になって

いる。ちかごろ，川でも上流部でイワナやニジマ

スなどの養殖が盛んである。上流部で汚染されて

しまっては下流部でいくら投資しでも無駄になっ

てしまう。乙こでも地下水を含め水の使用に当た

って統轄管理する意味が出てくるのである。

第二lζ海洋汚染防止の徹底である。海洋汚染防

止法が制定されたのは昭和45年であるが，日本で

はこの法律が末端までゆき渡っていない。外国lζ

行くと“海iと物を捨てるな"との標示が至るとこ

ろに張つである。まず船を利用する客(釣り人な

ど)，船頭，水産業者，船員などに徹底させるこ

とが必要である。

熱力学第二法則のエントロビーは自然界では一

方的に増加する。その概念は"覆水盆iと返らず"

でたとえられているように，一度有害物質を環境

にまき散らすと回収することはほとんど不可能で

あることを教えてくれる。科学技術が万能である

と思い込んでいる人間はいずれは有害なゴミ(廃

棄物:エネルギーを使用することも廃棄物をだす

ことも含めて)のなかにうもれて終えんを迎える

であろうが，その速度をなるべく遅らせるように

リサイクノレできる技術をさがしださねばならない。

廃棄物や有害物質を出さない技術(ソフト技術と

でも命名しておこう)を開発することが知性を持

つ人間の使命であり，人間の生存を可能とする。

最後に，若干のコストを要しても，世界lζ類の

ない自然を残す都市河川として，多摩川をよみが

えらせることを再度提案する。

注

目本の年間降水量は 1800mmと報告されているが，

過去の統計では多摩川上流ではほぼ 1600mmである。

したがって，乙乙では 1600mmを採用している。また，

流域面積は 1240Km 2であるが，丸子橋までが有効流

域面積 (915Km2 ) であるとして，二つの値を使用

して計算した。

総降水量 1600 mmX 1240 Km2 = 19. 8 X 108トン

1600 mmX 915 Km2 = 14.6 X 108トン

(丸子橋まで)
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